


































































学率（2009 年度から 2012 年度の平均）は、ベト















りやすく言えば、A 高校の生徒募集定員が 200 人
で特別枠受入数が 5 人とすると、定員内募集 5 人
であれば、特別枠生徒 5 人とほか 195 人が合格す
る。定員外 5 人とすると、合格者は 200 人と特別

















当初 3 年間は、県立 3 校（全日制普通科 1 校・総
合学科 2 校）でモデル実施を行い、2019 年度よ




7　外国人集住都市会議会員都市調査（2012 年 3 月卒業生）：会員都市の公立中学校を卒業した外国人生徒対象（特
別永住者を除き、家庭で日本語以外の言語を使用している等で、二重国籍、中国帰国者、日本国籍を有する
生徒も対象）。有効回答 1010。外国人集住都市会議は、日本国内で外国人が多く住む自治体が参加する組織
で 2001 年 5 月に設立。2018 年 4 月現在、15 市が加盟。



























　在留外国人数でいえば、1960 年 12 月末では
650,566 人であったが、2019 年 6 月には 2,829,416
人となっている。近年、毎年「過去最高」が続い
ている。在留外国人（旧登録外国人）数の推移を
見ると、外国人は 1998 年末の 151 万人から 2018

































年末の 53 万人から 2018 年末の 32 万人へと 21 万
人の減少である。特別永住以外の韓国は同時期に


















「留学生 30 万人計画（2008 年 7 月公表）」「外国
人技能実習制度（2016 年 11 月公布）」の新設な
ども増加の要因である。
　そのため、在留外国人数は 1990 年に 100 万人
を突破し、1992 年末の 128 万人から 2012 年末
















増し始め、1983 年に 1 万件、
1989 年 に 2 万 件、1999 年
に 3 万件、そして 2005 年
は 4 万件を超えた。とこ
ろが 2006 年の 4.47 万人を
ピーク（全婚姻件数のうち、





年の国際結婚は 2 万 1457
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が「夫が外国人」の 2 ～ 4 倍となっている。2011
年以降は、「妻が外国人」が減少した。















































































































石市立松ヶ丘小学校には「蘭蘭（ランラン）学級」の中国語教室がつくられた。1972 年～ 2008 年に兵庫県














　また、1797 年 12 月にはインドシナ難民の全国
初の受け入れ施設として、姫路市北部に姫路定住






















































































（1984 年 7 月 20 日、文部省初等中等教育局長通
知第 283 号）







































































































24　「学校における外国人児童生徒等に対する教育支援に関する有識者会議」第 6 回配布資料（2015（平成 27）



















道府県は 18、政令都市（市立高校）は 5 である。
中国帰国生徒のみを特別枠にしている都道府県は






は 8 都道府県と 1 政令都市である。「時間延長、
ルビ付き」の実施は 6 都道府県と 3 政令都市であ











〔表２〕2015年度 公立高校の高校入試特別配慮別自治体数  
特別配慮  詳細（対象または内容）  
実施自治体  





18  5 
中国帰国生徒のみに適用  3 1 
特別措置  
受験科目を減ずる措置  8 1 
時間延長、ルビ付きの措置  6 3 
内容不明  10  1 
なし    1 0 
































































































◇ 2000 年 8 月：「外国人児童生徒にかかわる教育
指針」策定






















































デザイン』2002 年 8 月作成）。
　② 2014 年研究チーム「外国人の子どもの未来
　　を拓く教育プロジェクト」
　2014 年 1 月、新研究チーム「外国人の子ども
の未来を拓く教育プロジェクト 28」を県内の 6




―』2015 年 2 月）。






























　v   受入れ後の就学支援体制つくり
の 5 本柱である。特に ii の特別枠設置では、以下






















4 月開校）の生徒募集が発表された。生徒 80 人
募集のうち、①外国人枠として 30 人、②帰国生





ある。2019 年度入試では、募集人数 80 人で、受
































象）、大阪府（2001 年）に次いで 4 番目である。
























4 年目からは統一検査問題となった（前 3 か
年は各学校で検査問題作成）。
　iv 募集定員は、各学校の募集定員枠外で 3 名
の計 9 名とする（4 年目からは 5 校で計 15
名とする）。
　v  2017 年以降の変更（改善点）










　特別枠数が 9 人と設定された理由は、2015 年




年生が 30 人で、うち 15 人が全日制に進学し、残
りが定時制高校進学や就職したので、勘案して 1
校あたり 3 名で計 9 人になった」と答弁している。
　この説明では、全日制高校へ行かなかった 15
人のうち、特別枠で進路支援が必要な生徒がなぜ







 （長田委員）：募集定員の 9 名（ モデル校 3 校 ×




学 3 年生は約 30 名であった。そのうちの半数は
既に自力で全日制高校に進学しており、残りの
約 15 名が定時制高校進学や就職しているので、
その中で勘案して 1 校あたり 3 名の計 9 名とい
う計算にしている。（第 12 回（定例）兵庫県教






定員割れ状況が 2 年続き、計 3 人の定員割れ（欠









籍中学生は 54 人（一学年概数は 18 人）。外国籍





100 人を超え、倍率は 10 倍を超える。
　2018 年度の兵庫県公立高校全日制の競争倍率
















　しかし、受入校が 5 校に増えた 2019 年度では、







あったが、2018 年度は 3 倍近い応募となったため、
中学校の進路指導で敬遠したのだろうとも思える。





























芦屋高校 神戸甲北高校 香寺高校 伊丹北高校 加古川南高校 受検者数合格者数欠員数
2016年度 3名(ベ・韓・中)／5人 1名(ウ)／1人 3名(中1・韓2)／3人 9 7 2
2017年度 3名(中3)／8人 2名(中)/2 3名(中・韓・ネ)/3 13 8 1
2018年度 3名(フィ・中・韓)/5人 3名(中・フィ・ネ)／5人 3名(中1・ベ2)／8人 18 9 0







































専用学習室設置 あり あり あり 検討中 あり あり4 なし1







































７－ 3　生徒の国籍も多様、8 か国 34 人
　表 4 から 4 年間の合格者の国籍を見ると、中国
が 17 人、韓国が 5 人、フィリピンが 4 人、ベト
ナムが 3 人、ネパールが 2 人、ウズベキスタンが
1 人、ロシアが 1 人、ブラジルが 1 人である。受
験資格から、全員が来日 3 年以内の生徒である。
合格者の半数が中国籍である。次いで韓国と、漢





　表 4 の学校別に 4 年間の欠員数を見ると、県立
香寺高校は 2 人、県立神戸甲北高校は 3 人、県立




















　⑤県教育委員会は、2019 年度より、全 5 校に
外国人生徒を担当する専任教員 1 名の加配を
行った。
年度 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計 外国籍 日本国籍 合計
1997 373 118 33 524
1998 398 163 19 580
1999 376 204 13 593
2000 359 180 29 568
2001 408 180 31 1 620
2002 465 163 73 2 703
2003 442 287 24 10 1 764
2004 467 272 27 15 0 781
2005 479 234 18 19 1 751
2006 484 173 19 21 2 699
2007 426 160 22 25 1 634
2008 441 213 18 29 1 702
2009 482 222 19 20 1 744
2010 428 251 35 22 3 739
2011 471 257 41 28 5 802
2012 436 279 31 24 4 774
2013 444 218 45 27 6 740
2014 463 237 37 56 9 802
2015 527 115 642 234 47 281 32 3 35 38 30 68 7 1 8 838 196 1,034
2016 581 156 737 255 54 309 29 8 37 38 5 43 52 19 71 12 5 17 967 247 1,214
2017 597 143 740 276 50 326 20 8 28 44 13 57 37 34 71 20 3 23 994 251 1,245
2018 659 186 845 225 51 276 18 15 33 48 8 56 41 42 83 11 3 14 1,002 305 1,307








































かる。2002 年度には 700 人台となり、2014 年度
には 800 人台に、2018 年度には 1,000 人を超えた。
2019 年度は 1,076 人となった。全校種で増加し
ている。
　日本籍児童生徒数は、データが公表された
2015 年度は 196 人で、2019 年度には 288 人である。
2019 年度の日本国籍と外国籍を合わせると 1,364
人となった 31。















1 人だけ在籍の学校は全体の 48％、2 人在籍校は











年度  学校名（府立）  所在地 募集定員 
初年度  門真なみはや高校  門真市  定員の５％（14人） 
（2001 年度）  長吉高校  平野区  定員の５％（12人）
2 年目  八尾北高校  八尾市  定員の５％（12人） 
（2002 年度） 
3 年目  成美高校  堺市  定員の５％（12人）
（2003 年度） 
４年目（2004年度）新設なし 
5 年目  布施北高校  東大阪市  定員の５％（10人）
（2005 年度） 
６年目（2006年度）～14年目（2014年度）新設なし 
15 年目  福井高校  茨木市  定員の５％（12人）
（2015 年度） 
16年目（2016年度）新設なし  
17 年目  東淀川高校  淀川区  定員の５％（14人） 
（2017 年度） 




た。大阪府教委は、表 6 のように当初 3 か年は毎
年受入校を増やし、6 年目以降も毎年ではないが







ると大阪府は 340 人、兵庫は 103 人。現在の受入
数は兵庫県が 3 校で 9 人、大阪府が 7 校で 86 人。
倍率を見ると、兵庫県が 11.44 倍、大阪府が 3.95
倍となる。兵庫県は大阪府の約 3 倍となる。兵庫
県での倍率があまりにも高すぎることがわかる。
８－ 3　来日 3 年以内を対象とする 10 都道府県
　　　　との比較



























兵庫県と大阪府の  兵庫県と大阪府の  
日本語指導の必要な中学生数  特別枠の募集定員の倍率比較  
 
  日本国籍  外国籍  計  
日本語指導が必
要な１学年概数  受入れ数  倍率 
兵庫県  54 人  255 人  309 人  103 人  9 人  11.44  








～ 2.0 倍は福島県（1.1 倍）、千葉県（1.2 倍）、埼


































入数 206 人以上）や福岡県（同 19 校、20 人台）、
新潟県（同 82 校、10 人台）でも兵庫県より多い。
　②来日年数の比較
　生徒の来日年数については「2 年未満」が 2 県、「3
年未満」が 12 都道府県、「6 年以内」1 県、「7 年














茨城県（0.2 倍）、鹿児島県、長崎県の 4 都府県で
ある。1.0 ～ 2.0 倍は福島県（1.1 倍）、千葉県（1.2







　2019 年度入試から、兵庫県は 2 校増え、受入
数は 15 人となったが、日本語指導の必要な中学
生数は 279 人、義務教育学校では 92 人である（表
5）。中学校数の一学年概数は 93 人、義務教育学












1 愛知県 1959（653） ９校 各校若干人 24人 23人 26人
2 神奈川 873（291） 県立全10校 通算３年以内
3 大阪府 835（279） ７校 各校若干人 67人 81人 未集計 原則として小学校４年以上に編入した者
4 東京都 814（272） ７校 入国後原則３年以内
5 静岡県 647（216） ９校 各若干人 13人 11人 21人 2015年４月以降入国




8 埼玉県 346（116） 10校 ３年以内
9 千葉県 333（111） 10校 在日期間３年以内
10 兵庫県 255（85） ３校 入国後の期間が３年以内の者





12 茨城県 182（61） すべての高校（103校） 入国後３年
13 奈良県 119（40） ２校 各校各学科若干人 4人 8人
6人 原則として小学校４年以
上に編入した者



















18 岡山県 25（９） ４校 各校若干名 7人 4人 5人 来日２年以内の者、個別審査
19 福島県 20（７） ７校 特別定員枠 10人 6人 9人 来日３年以内


















































































33　辻本久夫（2002）「外国人生徒の中学校卒業後の進路課題」『21 世紀兵庫の学校デザイン ― 理念・調査・提言』












受入校は国際系の 6 学科 6 校と国際系文化コース










外国での在住期間が 1 年以上であり、平成 29
年 4 月 1 日以降に帰国して県内に居住する者。



























































































2015 年度 （H27） 12 ／536／360 3 ／352／240 15／888／600 不明／600 
2016 年度 （H28） 9 ／540／400 1 ／241／200 10／781／600 不明／600 
2017 年度 （H29） 12 ／509／400 1 ／260／200 13／769／600 不明／600































































































































～1980年代    ●県内の学校には、在日コリアンや神戸華僑等の子どもたちが在籍 
●神戸中華同文学校（幼、小・中学校）、朝鮮学校（幼、小・中学校・高校)、
　カナディアンアカデミー、聖ミカエル国際学校等外国人学校が開校 
1980年代    ●中国帰国者やインドシナ難民の居住が増加（姫路定住促進センター設置）  
●海外帰国生徒も増加  
  1981年  ●県立芦屋南高校（現、国際高校）に帰国生を受け入れる「国際文化コース」　　
　を設置し、推薦入試で受入れを発表  
  1984年  ●公立高校入試選抜要項に帰国生推薦入試を明文化（入試上の配慮や定数は発
　表されず）  
1990年代    ●県内公民館等で日本語教室を開設  
  1994年  ●兵庫県は「地域国際化推進基本指針」を策定。「外国人県民」を推奨し、外
　国人も暮らしやすい地域づくりをめざす  
  1998年  ●兵庫県「人権教育基本方針」策定  
  1999年  ●兵庫県「地域国際化推進基本指針フォローアップ方策」外国人の教育を指摘 
●加印地区学区高校進学対策協議会が県議会に日本語指導の必要な生徒への入
　試での配慮を求める陳情書提出  
2000年代  2000年  ●兵庫県教育委員会「外国人児童生徒にかかわる教育指針」策定  
●同、中学校の要望で希望者のみに入試問題にルビ等の「特別措置」導入 
  2002年  ●研究チーム「外国人の子どもに関する教育将来構想検討委員会」発足、報告
　書作成と県教育行政への提言（報告書『21世紀兵庫の学校デザイン』） 
●県議会特別予算委員会で質問（ほか2014年、2015年にも質問） 
  2003年  ●県立芦屋国際中等教育学校開校（６年制、生徒80人募集：30人を外国人、帰
　国生徒30人、ほか希望者20人）  
2010年代  2014年  ●新研究チーム「外国人の子どもの未来を拓く教育プロジェクト」発足、報告
　書『未来ひょうご  すべての子どもが輝くために―高校への外国人等の特別
　枠設置を求めて―』）  
2015年  ●県教育委員会、2016年度より「公立高校入試外国人特別選抜」実施を発表 
●外国人生徒受入れモデル校を３校指定、募集定員、受験資格等の発表 
  2016年  ●外国人特別選抜入試モデル実施（県立高校３校）
  2018年  ●県立芦屋国際中等教育学校入学試験の応募資格を変更（枠人数は変更なし） 














































































35　辻本久夫（2019）兵庫県在日外国人教育研究協議会発行『ともに』第 126 号（2019 年 7 月）
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　◎関西の私立大学
羽衣国際大学　☎072-265-7200
2年
2年
2年
2年
3年
3年
4年
成安造形大学*・京都造形芸術大学・平安女学院
大学・大阪樟蔭女子大学・大手前大学・関西学
院大学(国際、総政)・神戸女学院大学・関西国
際大学(2年以内)、 大阪成蹊大学*・京都ノート
ルダム女子大学・大阪電気通信大学・神戸学院
大学・神戸芸術工科大学・摂南大学* (2年未
満)・神戸松蔭女子学院大学・姫路独協大学(1.5
年以内)、梅花女子大学(1.5年未満)　 ＊は日本国
籍のみ
　◎関西の私立大学
流通科学大学＊☎078-794-3555
京都産業大学　☎075-705-1437
甲南大学(文･ﾌﾛﾝ) ☎078-435-2319
TOEFLiBT(英語圏出身)68点以上、(ほか)61点以上
日本留学生試験(EJU)を事前受検
京都外国語大学　☎075-322-6035
関西大学(総合情報)☎06-6368-1121
関西学院大学(国際・総合)☎0798-54-6135
関西大学(総合情報)☎06-6368-1121
　◎関西の私立大学 (外国の学校の在籍期間を要確認）
外国の中学高校(中等)で継続2～4年以上
流通科学大学＊☎078-794-3555
外国の初等・中等教育で通算6年以内
　日本の小中高校の在籍期間が3年以内、日語試験N2合格またはEJU日本語200点以上
龍谷大学(各学部)　☎075-645-7887
5　外国人留学入試で受験できる大学( 外国籍)
　日本の小中高校の在籍期間が4年以内
　EJU受検済みで日語260点以上、記述30点以上
　日本の小中高校の在籍期間が3年以内
　EJU受検済み＊立命館と関学は日本国籍ダブルも可
TOEFLiBT61点以上
関西学院大学(国際・総合)☎0798-54-6135
関西学院大学(経済他)☎0798-54-6135
TOEFLiBT68点以上(経・商)
甲南大学(理工他学部)☎078-435-2319
＊は、日本国籍のみである
TOEFLiBT(英語圏出身)68点以上(ほか)61点以上
東大阪大学　　☎06-6782-2884
立命館大学(各学部)　☎075-465-8351
関西学院大学(各学部)　☎0798-51-0952
4. 　帰国生で日本の高校を卒業・見込者を特別入試する大学(外国での在籍期間を要確認）
金沢大学・滋賀大学・大阪大学・山口大学・神
奈川県立保健福祉大学・福井県立大学・山梨県
立大学・島根県立大・学宮城大学*・前橋工科大
学*
4- 3　高校1年以降に入学・編入した生徒対象
　◎国公立大学(外国の学校の在籍期間を要確認）
外国の学校で1年以上在籍した者
外国の小学校～高校で通算6年以上
　◎国公立大学 (外国の学校の在籍期間を要確認）
東京学芸大学・東京農工大学・広島大学・長崎
大学・神戸市外国語大学(帰国2年以上) 、釧路公立
大学・高崎経済大学・首都大学東京・横浜市立
大学・長崎県立大学・宮崎公立大学(2年未満）
【日本国籍と永住する在留資格を有する者】
外国の学校で継続4年以上か通算6年以上
園田学園女子大学　☎06-6429-9903
　4- 2　高校2年以降に編入した生徒対象
　◎国公立大学(外国の学校の在籍期間を要確認）
なし
　◎関西の私立大学
華頂大学　　☎075-551-1211
京都文教大学・同志社女子大学・甲南大学(帰国1年
以内)、甲南女子大学・神戸海星女学院大学 (1年未
満)
　4- 1　高校3年以降に編入した生徒対象
　◎国公立大学
＊は、日本国籍者のみを対象、他は、日本国籍と外国
籍（永住権、または一部「準ずる」人も対象）
大阪経済法科大学・大阪産業大学・阪南大学・
追手門学院大学・天理大学・帝塚山大学(帰国3年
以内）、関西外国語大学(2.5年以内)
東京海洋大学(要留学経験/外国語検定）
4-4　学年制限がない大学
